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道徳とは？ （学習指導要領 第3章）
目標：道徳的な心情，（情動機能）

判断力，（制御・実行機能）

実践意欲と態度（目標設定・言語機能）

などの「道徳性」を養う

内容：１ 自分に関すること

２ 他者との関わりに関すること

３ 自然や崇高なものとの関わりに

関すること

４ 集団や社会との関わりに関すること 1



脳の機能と道徳性の関係

たくましく生きるための力

よりよく
生きるための力

５ 計画され
た行動

制御（アクセル・
ブレーキ）

実行（計画）

前頭葉 頭頂葉

６ 目的の
ある行動
目標を決める

新しいことを思いつく

側頭葉

４ ことば、指令に
基づく行動
パターン行動

脳幹・脊髄

１ 反射
自律・調節作用・情報伝達

無意識の行動

大脳辺縁系（葉）

生きる

ための力

視床
下部

２ 情動行動
興奮、不安、快感、

達成感等

後頭葉
視覚

３ 模倣行動
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脳の中における
情報処理のプロセス

どの機能の発達が偏りがあるのか、どの機能のつながりが悪いのかを
見立てる（脳科学を活かしたインクルーシブ教育の
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発達障害の児童生徒の評価１

•発達の偏りを理解し、
•適切にアセスメントして、
•特性別の教育目的を決め、
•学習段階に応じた評価のルーブ
リックをつくることが大切
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学習目標のルーブリックのイメージ（例）

項目 評価 道徳的な心情 道徳的な判断力 道徳的な
実践意欲と態度

集団や社会の
との関わりに
関すること

約束やきまりを
守り、みんなが
使うものを大切
にする

未到達 自分の感情のみ ルールが理解で
きていない

約束やきまりは、無
視するか、拒否する

低い
（入力）

相手の感情には

気づいているが
自分の感情が
優先されている

社会のルールを
外部から指摘さ
れると思い出す
ことができる

約束やきまりを、外
部から指摘されると
守ろうとする

標準
（蓄積）

相手の感情と
その背景を
理解できる

約束やきまりの
内容が正確に
理解できる

約束やきまりを、自
分から守ろうという
意欲がある

優秀
（再生）

相手の感情に共
感し、自分の感
情を調節できる

約束やきまりの
意味が理解でき、

さまざまな場面
に応用できる

約束やきまりの本
質が理解でき、柔
軟に適用できる
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道徳性を

気持ち・心情
判断
行動

を目に見える形に
して学ぶ例

（「アンガーマネージ
メントＤプログラム」
本田、2014）

自分の行動に
責任を持とう
さわったのは、自分

正直に伝える

不安 驚き
残念

自分の気持ち 相手の気持ち

なっとくのりくつ

ソーシャルスキル
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発達障害の児童生徒の評価２

１ 適切に学習されたか（入力状態の評価）

• 「内的」（目に見えない）活動を「具現化」する
・ 特性に合わせて、「なっとく」する行動・ことば

にする

２ 適切に記憶されたか（蓄積状態の評価）

・ 記憶の神経回路を作るためには、

入力と再生の繰り返しが必要

３ 適切に活用できるか（再生状態の評価）

・ 「具現化」できるか、行動・ことばにする 7



思考力の発達 J. Piagetより

２～４歳 象徴的

思考

五感で感じたままに理解

「文字」「記号」の理解

道徳性の「ことば」「行動」を教える

４～

７、８歳

直感的

思考

「関係付け」「分類」同じ・違いを理解

場面と道徳性の心情・判断・行動を
関連付ける（一対一対応）

9～
１１歳

具体的

操作

学習内容が保存されて、変化できる

相手の状況によって、道徳性の行動
を変化させる

11～
13歳

形式的

操作

目の前にないものについて

「仮説」「推論」が可能
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「やさしさ」ってなんだろう？ 本田、2013「いまじん」より
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○他者理解
なぐさめる
応援する

△ 他者理解
相手の気持ちの 理解が不足の
子どもへの支援のあり方
「うさぎは、どんな気持ち？」

「どういう抱き方をすればいい？」

幼児・低学年は

気持ち・考え（判断）・行動が目に見え
るようにして学ぶ 10



２ 学習方法と定着度の関係
～24時間後の記憶力～

話し合い（再生・関連付け）
５０％

実際に体験（自分で計画、実践、分析）９０％

ロールプレイ ７０％

映像・実験をみる４０％

見たり聞いたり３０％

聞く２０％

読む１０％

入
力
の
み

（受
け
身
）

入
力
・再
生
・

関
連
付
け

（主
体
的
）
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50分の集中力の変化

１０～１５分 ２０～２５分 ５～１０分

集中

ダウンタイム

回復
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ユニットを分けると集中力が持続

4～5
分

７～８
分

２～３分

説明を聞く
道徳性のことば
行動を記憶する

作業をする
道徳性の判断・行動

を練習する

確認・振り返り
学習内容の自己評価
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